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病
院
機
能
の
再
構
築

　

４
月
１
日
付
け
で
院
長
に
就
任

い
た
し
ま
し
た
。
今
後
の
当
院
の

運
営
に
つ
き
ま
し
て
一
言
述
べ
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

診
療
支
援
棟
が
、
昨
年
10
月
に

竣
工
し
ま
し
た
。
病
院
全
体
の
機

能
を
再
構
築
し
、
病
院
が
持
つ
強

み
を
活
か
す
目
的
で
、
平
成
23
年

度
に
基
本
構
想
に
着
手
、
基
本
設

計
・
実
施
設
計
を
経
て
、
平
成
26

年
度
よ
り
建
設
工
事
に
着
手
し
て

お
り
ま
し
た
。

　

地
上
４
階
建
て
で
、
１
階
に
救

急
セ
ン
タ
ー
、
Ｍ
Ｒ
、
Ｃ
Ｔ
、
中

央
監
視
室
、
２
階
に
医
局
、
女
性

医
師
専
用
ラ
ウ
ン
ジ
、
宿
直
室
、

３
階
に
Ｉ
Ｃ
Ｕ
・
Ｃ
Ｃ
Ｕ
、
中
央

手
術
室
、
心
臓
用
血
管
撮
影
室
、

頭
部
血
管
撮
影
室
、
４
階
に
フ
ァ

シ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
ス
ペ
ー

ス
を
配
置
し
ま
し
た
。
脳
や
心
臓

の
血
管
障
害
に
対
す
る
迅
速
か
つ

高
度
な
医
療
の
提
供
、
本
館
で
分

散
し
て
い
る
各
種
検
査
機
能
の
集

約
や
集
中
治
療
の
改
善
、
が
ん
診

療
連
携
拠
点
病
院
と
し
て
の
診
療

機
能
強
化
、
高
度
医
療
を
提
供
で

き
る
医
師
の
確
保
、
女
性
医
師
を

は
じ
め
と
す
る
医
療
ス
タ
ッ
フ
の

ア
メ
ニ
テ
ィ
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　

心
臓
用
血
管
撮
影
室
に
は
バ
イ

プ
レ
ー
ン
型
フ
ラ
ッ
ト
パ
ネ
ル

デ
ィ
テ
ク
タ
搭
載
心
臓
血
管
撮
影

装
置
を
導
入
し
ま
し
た
。
検
査
時

間
、
被
ば
く
線
量
、
造
影
剤
の
使

用
量
を
低
減
し
つ
つ
、
心
筋
梗
塞
、

狭
心
症
な
ど
の
冠
動
脈
疾
患
に
威

力
を
発
揮
し
ま
す
。
頭
部
血
管
撮

影
室
に
は
バ
イ
プ
レ
ー
ン
型
新
型

Ｆ
Ｐ
Ｄ
搭
載
頭
部
用
ア
ン
ギ
オ
装

置
を
導
入
し
ま
し
た
。
３
Ｄ
画
像

構
築
が
可
能
と
な
り
、
頭
部
血
管

撮
影
室
で
開
頭
手
術
が
可
能
と
な

り
ま
し
た
。

　

４
月
現
在
も
、
診
療
支
援
棟
周

囲
の
既
存
棟
の
改
築
を
進
め
て
お

り
、
総
合
的
に
患
者
を
支
援
す
る

セ
ン
タ
ー
や
、
新
し
い
売
店
・
食

堂
の
開
設
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
病
院
の
機
能
改
革
、
職

員
の
意
識
改
革
に
取
り
組
み
、
湖

北
の
基
幹
病
院
と
し
て
在
り
続
け

る
努
力
を
い
た
し
ま
す
。
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このコーナーでは、市立長浜病院のスタッフの紹介を兼ねて、病院
施設や体制のほか、生活に役立つ“健康豆知識”などを紹介します。

問

市
立
長
浜
病
院

　

 （
☎
６
８
―
２
３
０
０〈
代
表
〉）

【と　き】　６月５日(日)　８時～　雨天決行

【ところ】　浅井ふれあいグラウンド(大依町)浅井文化スポーツ公園内

【出場資格・規定および参加費】
■市内に在住・在勤・通学の小学４年生以上の人
　１人２種目以内の出場(但しリレーは除く)
　参加費　１人200円

■市外の小学４年生以上の人　※オープン参加。表彰の対象になりません。
　１人１種目の出場(但しリレーは除く)
　参加費　１人300円

【競技種目】 各年代男女別に100ｍ走、リレー、走り幅跳びなど
　　　　　　各種目を予定しています。

【申込期限】５月22日(日)

※100ｍと走幅跳の組合せで、２種目出場することはできません。
※競技種目や参加申込み方法など、詳しくは下記まで。

問・申 浅井B&G海洋センター（☎７４－３３５５） ▲大会の様子（昨年）

第28回長浜市陸上競技大会
参加者募集

　

水
瓶
は
、
梵
語
（
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト

語
）
で
「
軍ぐ

ん

持じ

」
と
い
い
、
比び

丘く

の
持

つ
べ
き
十
八
物
の
一
つ
で
、
本
来
は
僧

具
（
僧
侶
の
日
常
品
）
で
す
。
イ
ン
ド

で
は
、
浄
瓶
と
触
瓶
の
二
種
類
が
あ
り
、

浄
瓶
は
飲
用
水
を
、
触
瓶
は
手
洗
水
や

身
を
清
め
る
た
め
の
水
の
容
器
で
し
た
。

そ
の
後
、
仏
菩
薩
に
供
え
る
供
養
具
と

し
て
用
い
ら
れ
る
様
に
な
っ
た
も
の
で

す
。
奈
良
時
代
の
水
瓶
に
は
、
王
子
形

水
瓶
と
注
口
の
あ
る
仙せ

ん

盞さ
ん

形が
た

水
瓶
が
あ

り
ま
し
た
。
鎌
倉
時
代
に
な
る
と
布ふ

薩さ
つ

形が
た

が
で
き
、
布ふ

薩さ
つ

会え

に
用
い
ら
れ
ま
し

た
。
布
薩
会
は
、
半
月
ご
と
に
僧
侶
が

集
ま
り
互
い
に
自
己
の
罪
過
を
懺
悔
す

る
儀
式
で
し
た
。
布
薩
形
水
瓶
は
、
膨

ら
み
の
あ
る
胴
に
、
外
反
り
の
口こ

う

縁え
ん

付つ
き

長ち
ょ
う

頸け
い

と
鶴か
く

首し
ゅ

形が
た

の
注
口
を
持
っ
て
い
ま

す
。
口
縁
に
は
、
尖

と
が
り

台だ
い

と
い
う
塔と
う

形が
た

紐ち
ゅ
う

を
附
し
た
蓋
を
持
つ
の
が
通つ
う

形ぎ
ょ
うで
す
。

　

こ
の
水
瓶
は
、
布
薩
形
で
す
。
鋳
銅

製
の
挽
物
仕
上
げ
で
漏ろ

う

斗と

形が
た

の
口
縁
と

頸
、
撫
肩
か
ら
始
ま
る
下
膨
れ
の
豊
か

な
胴
部
、
肩
に
は
鶴
首
形
の
注
口
を
つ

け
、
外
開
き
の
高
台
裏
に
は
銅
板
の
底

板
を
嵌
め
込
ん
で
い
ま
す
。
注
口
の
基

部
に
菊
花
座
を
据
え
、
長
頸
中
央
と

肩
・
胴
・
高こ

う

台だ
い

裾
に
紐
を
巡
ら
す
簡
素

な
装
飾
を
持
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
様
に

頸
が
長
く
、
大
き
く
張
っ
た
胴
に
注
口

を
つ
け
る
形
は
、
中
世
の
水
瓶
の
典
型

的
な
姿
で
す
。
蓋
の
尖
台
が
、
欠
失
し

て
い
る
の
が
惜
し
ま
れ
ま
す
。
こ
の
水

瓶
の
高
台
付
根
の
上
に
、
針は

り

書が
き

銘め
い

が
あ

り
「
敏び

ん

満ま
ん

寺じ

西に
し

谷た
に

西さ
い

迎ご
う

院い
ん

住じ
ゅ
う

侶り
ょ

尊そ
ん

道ど
う

坊ぼ
う

　

弘
安
十
一
年
三
月
下
旬
」
と
記
さ
れ

て
い
ま
す
。
奈
良
法
隆
寺
の
乾
元
２
年

（
１
３
０
３
）
銘
、
東
大
寺
の
嘉
元
３
年

（
１
３
０
５
）
銘
の
水
瓶
と
共
に
、
鎌
倉

時
代
を
代
表
す
る
基
準
作
例
の
一
つ
と

し
て
そ
の
価
値
は
非
常
に
高
い
史
料
で

す
。

　

な
お
こ
の
水
瓶
の
あ
っ
た
敏
満
寺
は
、

滋
賀
県
犬
上
郡
多
賀
町
に
所
在
し
た
天

台
系
寺
院
で
、
現
在
は
廃
絶
し
て
い
ま

す
。
何
ら
か
の
縁
で
、
竹
生
島
に
伝
来

し
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

︻ 

弘
安
11
年
︵
１
２
８
８
︶　

高
24
・
４
㎝  

胴
径
14
・
０
㎝
︼

シリーズ○ 

※平成27年７月１日現在

市内には、国や県、市が指定した文化財が
キラ星のごとく光り輝いています。このコ
ーナーでは、448件※ある文化財の中から
代表的なものをシリーズで紹介します。

市内には、国や県、市が指定した文化財が
キラ星のごとく光り輝いています。このコ
ーナーでは、448件※ある文化財の中から
代表的なものをシリーズで紹介します。
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重要文化財工芸品

銅
ど う

水
す い

瓶
びょう

　一口
指定年月日 　昭和52年6月11日
所　有　者 　竹生島宝厳寺（早崎町）

問

長
浜
城
歴
史
博
物
館

　

 

（
☎
６
３
‐
４
６
１
１
）

▲銅水瓶

口縁

鶴首形注口

菊花座

長頸

胴部

高台

紐

市立長浜病院  院長
神田　雄史
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